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気象と気象用語        松山地方気象台 
【 7月の気象 】 
7月の前半は梅雨の末期にあたり、前線の活動が活

発化して大雨となることがあります。近年では平成30

年7月豪雨がこれにあたります。この年は、梅雨明け

（7月9日）直前の7月5日～8日にかけて梅雨前線の

活動が活発となり記録的な大雨となりました。4日間

の雨量はアメダス近永571.0mm、宇和539.5mm、成就社

468.5mm、今治463.5mm、宇和島381.5mmでした。松山

でも日降水量が200mmを超える日がありました。 

7月の後半は、梅雨明けの時期です。四国地方の梅

雨明けの平年は7月17日頃で、梅雨明け後は太平洋高

気圧に覆われ、晴れて暑い日が続くことがあります。

季節予報では、今年の夏も厳しい暑さが予想されてい

ます。最高気温が30度以上となる真夏日は、昨年の松山で7月が24日間、8月が29日間でした。農作

物の管理や熱中症に注意が必要です。 

気象庁と環境省は、熱中症の危険性が極めて高い暑熱環境が予測される場合に、暑さへの「気づき」

を呼びかけ国民の熱中症予防行動を効果的に促す「熱中症警戒アラート」の運用を行っています。愛媛

県内のどこかの地点で暑さ指数が33を超える予想の場合に発表されます。 
 
熱中症警戒アラートのページ（環境省） https://www.wbgt.env.go.jp/alert.php 
 

【 気象用語 】警報・注意報（今後の推移）と早期注意情報 
内閣府の「避難情報に関するガイドライン」では5段階の警戒レベル

が明記されており、住民の適切な避難行動に結びつけてもらえるよう、

気象庁は警戒レベルに対応した防災気象情報を発表しています（右図）。 

警報・注意報が発表されている場合には、どの程度の危険度の現象が、

どれくらい先の時間帯に発現すると予想されているのかを、視覚的に把

握しやすい時系列図を警報・注意報の“今後の推移”で確認することが

できます。具体的には、警報級、注意報級の現象が予想される時間帯を

それぞれ赤、黄色で表現するなど、危険度とその切迫度が一目で分かる

色分け表示を行い、雨量、風速などの予想値も時間帯ごとに記していま

す。下図の例では、大雨（土砂災害）が昼前から警報級の赤色となって

います。なお、悪天が予想されていても警報や注意報が発表されていな

い段階では表示されないことから、将来的には時系列を常時確認できる

ような改善が検討されています。 

今後の推移と併せて、早期注意情報

（警報級の可能性）では、警報級の現

象が予想されているときに、5日先ま

で［高］や［中］の2段階で発表して

います。ひとたび発生すると命に危険

が及ぶなど社会的影響が大きい警報

の可能性が高いことを表す［高］、可

能性が高くはないが一定程度は警報

の可能性があることを表す［中］があ

ります。 

なお、警報級の現象を事前に予想す

ることが難しい現象もあり、事前に早

期注意情報で［高］や［中］が表示さ

れない場合もあります。 

 
平成30年7月5日～8日の大雨の気象要因図 

 

 

大雨（土砂災害）は、昼前から翌日にかけて警報級を予想 
大雨（浸水）は、朝から昼前にかけて1時間60mmを予想 

大雨は、警報の可能性が高い警報級［高］
を明日にかけて予想 


